
学長が指名する理事又は副学長、総合国際学研究院長、国
際日本学研究院長、AA研所長、事務局長、その他学長が必
要と認めた者

利益相反マネジメント委員会

役職員等
（役員、職員（非常勤職員、特定有期雇用職員含む）、本学や本学教職員が行う共同

研究、受託研究等に参画する本学の学生等、その他委員会が指定する者）

①利益相反
チェックシー
トの提出

②必要に応じ、
ヒアリング、
モニタリング

調査

学長

③報告

庶務：研究協力課

東京外国語大学利益相反マネジメント体制

③必要に応じ
勧告



審査の流れ

①一定の基準に基づき、役職員等は利益相反
チェックシートを提出する。

↓

②委員会は、必要に応じてチェックシートの
内容を踏まえ、役職員等に対し、ヒアリング
やモニタリングその他の調査を行う。

↓

③委員会は、調査に基づき、利益相反の可能
性について確認する。改善が必要と判断され
た場合、学長に報告するともに、役職員等に
対し、勧告等を行う。

利益相反チェックシート提出対象

関係営利企業等との関係
１．寄附金の受入れ年間200万円超
２．500万円以上の物品・サービスの購入
３．年間100万円以上の収入
４．役員等の就任
５．株式保有（新株予約権を含む）

公開株５％以上、未公開株１株以上
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